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藤田医科大学ＩＲ推進センター 

 医療科学部・保健衛生学部ＩＲ分室の分析報告 
 

 

入学前の学生の特性分析結果について 

 

１ 医療系大学を目指した理由・経緯について 

１－１ 医療科学部 

1－１－１ 医療検査学科 

１－１－２ 放射線学科 

  １－２ 保健衛生学部 

１－２－１ 看護学科 

１－２－２ リハビリテーション学科 

 

２ 広報部資料の分析報告 
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2019年度 藤田医科大学医療科学部・保健衛生学部「入学前の学生の特性分析」について 

 

 

本学の教育目標を達成するため、教育及び学生支援に関する諸データの統合分析と情報提

供等を行い、本学の教育活動の充実発展に寄与することを目的として、藤田医科大学ＩＲ

（Institutional Research）推進センターが設置されています。今回、下部組織の医療科学

部・保健衛生学部ＩＲ分室では、2019 年度新入生の特性について分析を行いましたので、

その結果を報告いたします。 

 

 

2019 年 11 月 22 日 

 

 

2019 年度 藤田医科大学ＩＲ推進センター 医療科学部・保健衛生学部ＩＲ分室 

山田晃司、鈴木康司、世古留美、寺本篤司、大塚 圭、日比谷 信、武藤晃一、 

近藤宏美 

  



- 4 - 

 

１ 医療系大学を目指した理由・経緯について 

１－１ 医療科学部 

１－１－１ 医療検査学科 

 

 

 

 今年度より臨床検査学科と臨床工学科を統合し、新たに医療検査学科が設立された。1、2 年次に共

通プログラムを学び、3 年次に臨床検査技師養成プログラムまたは臨床工学士養成プログラムのど

ちらかを選択する。 

入学者は、「医療に興味」を理由とするものが 62人(30.8％)と最も多く、次いで「家族/親類が医

療職」が 24人(11.9％)、「人に役立つ仕事」が 23人(11.4％)であった。「医療に興味」のうち、具体

的に臨床検査技師または臨床工学技士と回答している学生が 22人(35.5％)おり、様々な医療職種の

中から臨床検査技師・臨床工学技士として医療に携わるという意識をもって入学してきた学生が多

いことが分かる。また、少数ではあるが他大学の滑り止めであること、第一志望校が不合格だったこ

となどを回答する学生がおり、入学後の指導が重要である。  
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１－１－２ 放射線学科 

 

 
 

 

 放射線学科の入学者は「医療系に興味」を理由とするものが 48 人(37.8％)と最も多く、次いで、

「家族/親類が医療職」と「人に役立つ仕事」が共に 17 人(13.4％)であった。実際の記述内容を見

ると、自身又は身近な人の疾病体験や親が医療に携わっていることから、医療に興味を持ったと回

答する学生が多くみられた。 

 「医療系に興味」の内 19人（39.6％）の学生が診療放射線技師と明記しており、具体的な目標を

持って入学したことが分かった。 

 少数意見であるが、「本学の教育設備の充実」や「研究分野に興味」、「国家試験合格率」と回答す

る学生もいた。 
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１－２ 保健衛生学部 

１－２－１ 看護学科 

 

 
 

 

 看護学科の入学者は、「医療系に興味」を理由とするものが 92人(40.9％)と最も多く、次いで「人

の役に立つ仕事」が 24人(10.7％)、「家族/親類等が医療職」が 23人(10.2％)であった。「医療系に

興味」のうち、将来の希望職種を看護師：65人(70.7％)、助産師：5人(5.4％)、養護教諭：2人(2.2％)、

保健師：1 人(1.1％)と明記した学生もおり、具体的な目標を持って入学していることが分かる。実

際の記述内容を見ると、医療に関する知識を身につけ、人を助けたいと回答する学生が多く見られ

た。 

 また、少数ではあるが「国家試験合格率」や「アセンブリに興味」、「親の母校である」等と回答

する学生が見られた。 
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１－２－２ リハビリテーション学科（理学療法士と作業療法士が含まれる） 

 

 

 

 

 リハビリテーション学科の入学者は、「医療系に興味」を理由とするものが最も多く 55人(31.4％)

であった。次いで「自身の疾病体験」が 45人(25.7％)、「家族/親類等の疾病体験」が 18人(10.3％)

であった。「医療系に興味」のうち、理学療法士や作業療法士に興味と明示した学生が 36人(65.5％)

を占めており、また、実際の記述内容を見ると、自身の疾病体験から、就職を希望する職種を明確に

定めて入学したことが分かる。なお、少数ではあるが「オープンキャンパスでの体験」や「教育環境

の充実」と回答する学生もおり、引き続き広く広報活動を行う必要があると考えられる。 
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２ 広報部資料の分析報告 

 

回収率は、2019年度入学生 480名中、アンケート回答数 475名の 99.0％であった。 

 

【分析内容】 

・学科別入学者基礎データ（男女比、高校の文理選択、志望比率）・・・・・・・・・9 

・現役・既卒比率、本学を知った時期・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

  現役 94％、高校入学前 17％、高校 1年 30％、高校 2年 34％、高校 3年 17％ 

・本学を志望校に決めた時期、本学の志望順位・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

  高校 3年生の夏、第 1志望 49％、第 2志望 36％、第 3志望 15％ 

・本学のオープンキャンパスへの参加、LINE 登録状況・・・・・・・・・・・・・10～11 

  オープンキャンパス参加 60％、本学の LINEに登録 15％ 

・入学前に通っていた予備校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11 

  主な予備校は河合塾、東進 

・進学先を検討する際に参考になった情報源・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11 

  高校・塾・予備校の先生からのアドバイス、大学ホームページ及びパンフレット 
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